
撮も匝蝶田質l白1トこを日掛して職責一同、より  

いゃそうの充実に磨めてまい甲たいと考えて＃  

較表す示  

購院機能評軒認定病院の認定が里耕され  

ました。  
当院が質申席い隣席サービス牽憲現在せ  

るた妙には、．自分田柄碇の職能をり三碑に知  

ることが必哲ですね そ姫ためには、第三者  

に病院を評価Lでもらい．若哨結果皐も割こ、  

匝植田華甲向上を幽庵ことが大切更サ～  

′、   園相法人l］ヰこ瞑撰機能評価轍借はk：吐  

硯孜立場で礪院の理念母丁地域で即粉剤、  

静囁鼎東食管甥など、さ蓋ぎまな項Hにつ  

いて評仲島宇軸でい藍す中二九が「病院塵  

取評価Jです巾 これら由評価が一缶脚間二  

達していると判断朗鷲た囁院には、甜碇誰  

が交付されますし  

この鹿賀院＿軒重曹Lた郎は－1朋拍年相  

月に一般酎地域が必贋とす番昏触感闘医  

療において基幹的中心的な役割直にな甘㌧  

摘捜保革軌こも対応Lうる・漣の規模叡軒甘愚  

病酪ほい引去分で、道内で4番目に甜僅  

を蜜けまLた。ニ脚たび東新田時期となり宙  

第11回日串血糖代毒物学金串次夫金  

串4回u♯鏡台底療甲虫が開かれる。   

これら抑学舎桔当事矧語群川村明夫芋粥畢  

が大食鼻を頼め、当院がお世話し生した．，   

血繊は、体中に蘭東や栄養尊敬運ぶなど  

轟まぎ患な散剤をもっています。軋梶野尭切  

な轍蕃新札舷以外で代用できれ吐痍嘘嘩  

で鮎密心でサリ ニのような価東城塊鼎偏憾庖  

す尋常11阿・lこ1率和確代替物草丑年改よ丑が  

北方圏センター〈中姓席北葛西ア道庁別館）  

で7月l：‡日～14日に腑敵削・ほした。また  

銘肝の帝瓜と相伴帝科学蟄敬語L、節二巾  

医学を値尭し．一武ひ宣伸の体質呼個性に  

伴ったl転軒を日輪す鮎が．口＼本線沓廃線嘩  

蟄でサb 諦強固酪農丑ほ121壮絶め綻思慣  

輯一用悍陸軍と代替相補伝統匪塘の新た鷲  

蛇在甜選一1恵与ーヤに北海道大学学術密  

純忠鯨拍ヒ匡北串西田 においで、子ノ拍I  

H・一重月1日に開催直れ恵した。蓋た罪牢固口  

席代啓・柑柿・伝統踵癖連昏金蔵、北海  

道克郎会、合同学食朝岡謄に闇値垂れまL  

た．，   

′、  
l軒審脊と、厳しい訪問埴鳩港痩け新評価件  

轟での躍走を重けま＝揖㌔   

当院では当細から「出藍和睦備・・分かり  

やすいl転療・畢生－せ悔避な鹿塊捏徳性L、  

市原解凍伯揮堪を図り、患席亭ん甜権利杏  

常置す魯嫡院」覿坦皐張勢としてお軋トや  



リーズ  朝回  ■∴放射線治療  

放射韓の先見と便われ方  

摺季吟軸l晒麻  
■軒碗軸触鴫沌軒計肝  

施療卑境替壁感謝疲＝  

・≠簡重畳』私印靡痺  

引畏最虹蟹歯蝿芦f  
丑血痕搬藍誌虹．甘藍  

稲梓笥弾手嘲曲吐籠転  

ず通電珊囁臓綱智冊棚尭琴錦軸軒  
巌瑞葡も・門垂♯i→泉厳封華蘭蘭軸棚笹島親  

潮耶車重嘩如倒饉観・患触地壷蝉  

Tf執事憾翫 ≧掛卿轡敷革軸嘩  
劫軸虹＝竜野親政酪甲桂瀬嘩患軒軌．媒射珊  
廟去軽重潤1痛越醜砲撃嘩準垂連掛瀬蝕、  

静脚鞄執事もタ和せ軸車軸軸鐘崎  
欄瀕敵背報鮎守』宙哺鶴 野静弼串席l  

唐u・1軸．・臆睦細軋鞍庸堤埴拒卓願鴇敵将■閻王  

串範廟堅嘩摘垂酵虚粗戯泡感奮い膿  
掛鞭芦・郡博噂軒咋  

杏．  

軌鞄酔損軸酌醜軸甘 1  

細朝轍塙顎鞄蓮華肺  

沓軸謙一組垂鮎．・  
転嘩軸畠苛嵐億城跡  

茫鞋常軌圃顔確喪   
′ヽ   

儲紬欄臓醐帖筍撃 帆・・レントゲン博士  
虹垂  

・群鞘顛軒触軸麿嘩語感蝕腕組摺謹由  

樹相打宕紆牌鮮嘩部費乱酢碑・拝帯地卸型粗野  
鮎軒衰應虹．て誼坪考慮姫常並鞭酵背馳朗鮎  

圃歯車山竜轟轟・ヒ軌通草，脊鮎闇相場一  

風崩醜療晩酌療軸』軸嘩借  
地虻融配王丑出艶．蝶航  

草瑚蛭伊南痘痕宅赦遠戚辞職如鮎哺  

博甑転轟繭癖嘲陪観醜担金串由転  
地描博雅肝酬芸罷掛鞄車欄開戦  
魂感肺癌臆融相場斬誠剋剖脚臓親臨  

脚嘩熱＝垂申嘩嘩鱒醜塊由由踊劫軌  
嵐町酌－i香草‡  

覿射額田身藤への牢番   

麗醜寧触朝囁竃聯幣鞠弼抑瞞簡単臣呵織  

姫嘩車甲嘩亜楓如モ恥酌虹軸蘭由卓蠣  
軌勘軸廟艶噂酬』鞋囁罷嘩嘩準許  

亜洩中敷∴地顔恵藤樹鰯駄軸押噸輩  

顧軌牒車軸師蹄組曲拙胞蛸  

偲障誹慣熟■阜摩屯卿こ箪嘩単鞄丁掛軸を隼  

鵬聴脚鮎臨聴解響鞄廷挿す脚  

廟徳繊・蛸転感劫醜断頭地細胞醜  

楷蛸如硝画岬塵痙軋嘩画底  
龍軌棚蘭軌背鞠鼎鞘嘩揮．草  

殿御悔嘩韓撤去魂鱒撃撃鱒慨  

購掛囁軋青柳．旦軸軸癖顛頑噛＝  
L鮎腰且育転嘩掛軸抽醐隠．顛師間晒韓・  

う中軸璽  

聴群塘嘩嘩酔嘲  

他藩転癖葡軌．鋤辞盤蓋地割鳴声艶吋  
執着井鞘嘩酬相聞   

鮎も抑堰盛観唇歯践錦臓腑観  
相こ■相恩持串鱒掛  

軸曲痔暁捜静韓欄酬畢甘コ掛届  

軸蝉瑚癌弧昆鯉感触暫儲虹  

断⊥咋細嘲樹齢嘩脾こ写噛も軸曲  

射軌嘲抱卵鞄辞麒軌観  
醜塊細．出先癖軸蛸腱辿摘触糊謝  

廟醜画陽画班・：⊥燕重野嘘出癖細胞欄  

頗肘掛醇響牽射撃野押領渠滞野師嘩租垂足  
離別菰野詣・蓋L尭。  

ぜんな種類の癌にも帯革嘩麺的  

摘鋤チ嘩占軸紳増野す礪梓陣些酵梱酔  

葡拙晩鐘鈍磨凱竜吋帯転地蒸散鞘抱起→幣  

嘩担凰嘩時論由蝿・且誠蜘細聞知酌転  

糊脚鮮恥中耳撃軸軸軸  

・舶鵡軸為替蕃凱j剛亡御免帯訝瑚  

轡チ嘩紺地牽葡由搬申中耳埠鹿鵬店  
瀞嘲離乳痢晒卿嘲酔態唾触  
感虹橋吋埴密囁転軋 車伯置常皐丸帯卿暁路轡  

血融臨恕軌亜掛盈酎脚激動帰寮奉養措  

鞘固唾車≒こ勒壷軸＝曲線敵姐轟拙点画親  

許拝聞，わ脚御軸師隆義廠腎も軸直  
替地轟南撫軸嚇紺よ嬰嘲廟  

鞘草鞋堅鮎‘重職闇酪唾嘩藍甘韓療添癖適地  



廟硬い喪讃ヰー古  

膵卿・蝿嘲部品盈臨癌地喧岳施だ、  
梓囁寵暫時野苧苺軒嘩。選和博野鞘革茸1鹿町  
且射密輯醜態曽善轟卓鯨鳴こ創三砲弾宙軒＿  

放射藩論盛儀■謹と臨   

勝野囁嘩戟草野曽、蝉喋「恒軒革帯環鞄掛蝉雄  
感触盛軸鞄陪再現泡盛鈍璧L訊瀾鮎虹底  

′り脚三階鞋韓謝藤巻√習慣董組曙部捗担樹り螢卑見  

盛≡軌範も鹿一軒葡骨．，長嶋■日韓療鞋蝿隷掛軸  

柑幕軸騒蝉一癖梱醜靡軋牌蔽恕ワf頼義彦  

問詰審軋簡唖旺掛軸醜軒澗嘩繹当写  

苦い語蔑帯¶ 埼習壮搭租囁嘩確執阿州窟暴ピ苧  
一厨軸勧魁 鹿驚捉轍増藍紆F櫨悪寒態憩転親  

筆畢重義旺、よ鮎だ廟鯉義歯厳封呼掛ヱ痙  
噸農♭鞋．  

謝敵嘘親政馴赫抵触和・措辞′襟裳蓉親勒  

廟鮎樹融健軋七融通廓止恕緬寓車  

軒闇嘩醐暗部敵将那鯛嘲細評冊顆  

息酎芸芭卑怨鰍放射鞄軌翫■・lL訟軋 鮎朝鮮  
密七諒恕鯨痘痕抽鮎療楓由廃嶽睦艶麗醜簸頚髄  

塵離低頭画i簡痍準軽重草艶陣此絹聴旺嘩  

・島嘩む鴫尊重噂塵琴海帝rも革嘩な醇埼育三 韓  

鹿軸離鮎．蜘頚髄蛮二号も憩誠智感感習ヰ‾ビ  

ュ飢む昭封幡稗たヰ恕鞋艶許捜査雫阜摘端  

嘩屯卿∈密甲軍玩嘩叫囁轟聯鞄讃固守鮎闇ち  

恕鹿範敵葡L卓噸≡備畠転宅炬壌鯉丸．  

韓療抱粛軍深境野密萄細耳管克し定一 長竿賭博帖、、  
朝野∬‰酔態礫鞄相野、鴇横車楼皐研申軒二  
出座鮎胞酎地相癒酎弘恋  
＝燕範当確臆こ離醜軒・山東細嘩時機匝  

滞鞄妄苛警巻鯨班画賛新蓼帯電こ封封■惜L草L  

監 ≡抽無地痴態購締圃旺劫軒叩槻拙蝉鞄鞄  

嘘撫勤ま顕官畢蔚離鬼瑞軌嘘戟軸藤軽妙  

喋有嘩嘩曹畢将軍監′軍勢慣囁軍嘩衝撃軍備  

拒乱歯痛轍駄鮎1産鳥獣．  
純頴蘭痕滴醸・痛曲触醜転封法要組似顔鮎  

雛準御担嘩噸痺嘩刊呵  
甜射、過剰用射個慌蘭灘僧  
迦鹿地産閻蕗劉癖陰徳；鹿漉應適職鹿塵麗  

辞頭軸画嘩郎魂解こ藤野紳韓鞄甜牡  
静間謹直剖・哺連中信華部嘲頗馨範煮よ乾。三範  

恕覇番鹿報撫顔嘘辞£惑讃鼠句意奇転コ許無k－  

覿軸触軒別甜相姦問感規泣ビ謹一撃掟坤担Ⅰ  

掛曙L煮環た噸葦が蘭耳囁執筆甘繁・訂如匠1一  

軌研創瞳轟音出も尭庶ヒ囁髄無勢草耶盛轟蘭じ宅左  

患再起野唐屯  

当院習ほ櫛軒鞠紳離撃帯革㌔た轡糾酎毎年周  

嘩垣蕃蟄確海貰藩粛遵鮎椙薦轍草散華老樹臣聴  

痘痕鷲塊L鹿射線恕就．優艶ヰ随感射療髄蓉  

覿錯簡竜構酵撃雄藩慮賠軍嘩蹄ち軍琴垂範  

≡鮨鄭独楳艦障稟脚拇欝嘩簡智励鼎照射  

藩政由席墟轟鶴密匙鞄に拙監癖短慮触発蛋偏  

賦白井嘲署酵郵噛哲．鈷車線剛座  
聾廊晒苛揮蘭静重野私  

昔輔勘癖囁よ蔑車軒離土耗辟覿雅巌，巌細  
濫射■転悪癖鹿染』羞軌√苧触感敵封鮎鮭畠患稚甘折  

頚骨嘉  

」脚敵部凄艶碑・田舟値   

′■－  

托蛸ヰ珊解駐中鞄匂削轟   

割謝惑斎場準備密階靭鮎畔観庵蝕謝鞄翰軒  

輝謹醸堵鬼－L竜感触虹軸屯忌避乱鞋 ■地底  

珊蘭脚部師唾磯帝卿警棒国内軍靴寧耶甲晶  

嘩獅軸鞘許軋晋酢誌匙．  
一壊巌塵取馳境地埠i億撼掛■軋朗誠嘘曲射親  

′ヽ  



ひ亡く号発毛≠モ ～宣＃配書か7一  

身追啓野菜たち（砂 ☆★瓜☆  仁一  
メキシコ産などの♯入物も増え、1年中お目にかかりますが旬は「書」  
舌たl個まるまるなら半年は保存が出来るので、「冬至に南瓜を食べ局と風邪直ひかな  
い」といわれるほ・ど、、冬のビタミン源として利用されてい手す。  

椚痛手廿に旛雷葡書韓も  

事＜青書九てIl魯よ．  
特に庶角帯骨に事い向  

モ．宙亡古書ペて軌コロ  

ーす竹ユー下草畏吋阜平  

田してI  
書た、点に惨垂向事棲も  
伺l一巾口宇ン廿あ与よJ  

㊥謹白南東暮価◎  

′ヽ   

奉書神社ヰ帥おか叩にす畠 ㌻栄養漂  

外兼診察担当一偏  

垂  水  ホ  食  

†佃  1些  1：静  平肋  ′lこ撒  午阻 ＿＿  

ホ．仙   

内  科   
小林価l  今井  亮Ill  

木lIl   小林（劉  

＃川   

純化花村   
井 藤  市 川  大＝束斤．醍   

＃り  

昨頓服科  ホ U】  奉．川  本 tl†  木田   ポ．1封  

赫国許野 山【1■1  拙I11  舟 山  

米 川  九ホm  
外科  堀江  押IlⅢ  棄代 

貼貴賓代   

亜  

武・Ⅲ 病棟  
東  点 線  

髄形跡料  
小．林欄  

小児科   
喪凹  

☆ ■tll■：  鹿梅林  粟  小柵町  小棒㈱  安．H   

吏I・lI  栗田  

鮎科  ．0 0  

性仲・   件‾ 伯  伯  件‾ ■朝   

利一プ，蛸  咋l雌  小 鳩  

♯○印：こlヒ一軒通人乍比サ部から印派遺灰が現当いたLます  

敦ペインクリニック■は予約制  



抹飽宜  
f鰯性よ曳ござい患軒⊥1監事にず苛と何でも  

軌嘩静だ軋嘩糾してl冊郎兢とTお  

娃ようご凱壇丸田蹄蓮軸ば川8通  

り朋捷捗に変化す乱 許L宙は感情嘩心音  

込め申すい轟梱らしい紅蓮串良茫。L酎L  

お互い埠現堵が遭う息 とん軸い顔軒壷  

招くことも蕗魯。  

隼田横揮で「骨口ほし喋抑泰鞄よ喋あ蔑妙  

に私有名な北弾道中耳重な昭博脚ヰ掛革紐  

如味醒Lても包え亀。しかLiノ 稗諌醇卦噴出  

L．た掛に「しば柵甘い尋由」貯使しキ素描轟蔑  

軋適用し軸＼，．嘩密轍畔る仁聴官朝．．却屯  

だがこわい〔腺軌た1リ．由ザ妻L宅蜘．1首麗  

梓転が温琶吐い了などなど。二糖赴軒別こな諒  

と「敦剖．せ聞春堰射し軌 それこそ両替扇埠  

丁訊礪刑机 臨んか纏い人沓見直よ如如廿卓  

見鞄軋敬さ 背った地．離椚餌場軸虻甜情  

趣礫籠，植亜叫1峰を政和るため、職果  

糖泉患お商港Lた．手塩は無いのでーいつ  

でも良いせ軋」とぃうと偵奄軋当菅に「〔〕  

日日モ基局しかったですか一と言われた。私  

も酔ず「奉ろしか勺たです」と蛙えてL去り・  

凰 工由頓鋼眉kl卦サ朗使い尭だこ 童謡  

鱒計鞄が偉備日崎鞋蝕め患二とにあ番の守、  

こ田堵杏咄東レ方や岳龍田使いに墟和感連  

弾鼻音も鮪静に塵化拙なん㌔  

一指挿どロぢ鹿当ミがおやしやっていた噛丑  

田口で車軌1蘭画郎敵再転㌣拍叫」  

鎧顔更草う蒜由血巷と癖放散と柾間亀わか恕  

丹があ魯ということだ。  

常備姉さんに「サイケ訝しま甘ね」塵≡捷射  

器巻向けら丸たt rサイ択練摘摘癒ぬ師  

と患う間もなくチ弾ッときた。「億葡椚濫嘩馳章  

掛晒す」刊ま良範和い蔚だ朝晩 r錬髄古  

ウ為れはお小水恐、過由二女茫銑億育続  

柄隆弘耕で始まず僅由鞭い巾  

席節約診療密牽け風 一軒二肺申争が少身商  

いです缶ム」虹掛丁エコこ一画緒無感せけ夢宙  

ポ軒療ン謎囁苛軒ユか畢トヴ刊まr血糖値」  

常闇瑚摘師と舞うことは相思蔚味してい畢椚  

だ茹魯魚㌔由ポ・ウ強yは「死亡肝！守」あカ「腑  

腑肝」盛㌔ 肝臓瑚踊弛一乗すGロ】Ii†缶Fド習  

て榊な酌だ，そみ稜ことを息りている間にど  

晶どん爵が盤んでいく。一生懸命覿明Lて  

いただいた脚だ執政顛嘉を出憩と割ま丁モ、  

い苧監い私は・一帯で止三常な的異常嘩椚？どう  

吐抱でい重職や」と．酌、．蕗療町時、析舟う  

転軽け宜症亜塵備いでいただけると鹿骨た拍  

に．菅田様な彗も醐妄評くても常襲曲使い方  

で尭替と匪妬副閏世赤との間に親を利かれた  

蕪がLモL窟軋  

「今日ほ牌嚢適者守Lた¢ ご寵備旧師紺  

がです祝日凸咤癖由ご碑嘲や韓筆跡蹄席  

など恵静か転な一位聖離島ぬ丑Lた屯、いりで  

も麒尊顔F垂ももユ埴弾君溝が笥蘇塑細に備  

に向けち舵茫靡吼．輯寛廓・」周肥部四億淘  

が出転∴錦L密度痺蹄専心垣述頑華ヰ射頑  

隠組甘喉避暑腺酎輔矧㌔占い顧判事府  

艶穏便埠蘇張軒瑚軒酎轟即一風 使った吉  

剋知頭櫛車旺担わ鵜殿窮軸酔だ且艶伯  

蜘贈瑠た。  敏克   

′■ヽ  

′ヽ  

い  

文事にす番を閻転弼こ聞達った催も咄でも、  

奇癖磨靭感圃嵐暫許L武儀檻などで聞達  

い酢蹄弛鼠  

替き南直ば盛観密僻に開傍観私群お願  

いサ愚賄だ加島Jニ嘩起密巻数使うよ刊こ常め  

でい・た転1離菅一際熟無札なAだ1と露わ  

机たこと那あ鶴 岡じ音張番捷中でも点す細  

事と酔車齢拍藍があ番と貯L電位わら加増  



磨蕃停  センターニュ ー  

今回はユ境亜晴報セ．封調－でお盆い心でいます監墟ソーシャルワーカーに剖、て，蝿持座  

在野軍陣卵轟醸嘩華湛餉葡砲蘭横車たし患す。  

く匡＃リーシサルワーカーの仕事はき   

嫡髄はあるH無季削三な苦ばす。揖艶になり  

た本人蛙恵越よ吋、車・畔親族に藍巧ても掛癖  

け往いHl廃車でLよう，僻口囁青塵、準備L  

甘い℃も措碑なポ粟中恕怖が牡蒙れ藍骨組  

l■あの・■＿1  

『描い，」ど酌よう奉ど戒I配ごとですか？』   

ニん地謡かむ患替重ん史観たも蹄聞掛ま  

嫡羞ります山   

臆断洞揖和廓帰隼単相－カーと漕い  

草す】奇跡弥埠蕗の庭草を距勺てFも帽WJ  

で劫ぬ加■L圭れ 憩庸蕃ぬ畢ご寵旗印」j瑚頓  

追L甘治廓捏囁け，心身田植暫苧痛覚によ  

尋きょぎ重なボ密約た捌こ．触活着潜心こと  

が国雄になら軸■いよ引こ．祉忠簡祉鞘鑑壊か  

心技劫庖L蓋す。茸た、鹿備せん甲ヰ・に・は、  

碑髄に査やたと・L竹蹟陣酔変化にi心恕卦檻  

L官し走身鹿骨も晶粗志す．エ拍よきな患車轟ん  

に鮒L漸馴観取軒卵管幸るょう免藤，壁塘麒  
適地を行き僻も塩墟ダーシヤ脂ワーカー拗塵  

密抑佃痺軋   

膜標津一計ヤル甘［カー抹∴嫡髄中味嘩  

所．な掛野各補職・撮鹿匝囲髄辞など旺い嘉す．  

こうした聞堪についモ患帝連鮎かち抑楯掛こ  

の軋∴態心L首徴発に噂席もーl」鮎翠く杜金  

程滞がで重砲ように、盛者さん塵－・輔に苛え．  

適切額掛買守嘩助をす忍耐当家な鍔ですt   

■「壬削ま……、顛阻蕃Lたい串があっで  

凛革蜘二封Lで，みな蕗んと⊥韓旺卑見、解  

放ぬお朝敵壇L†訂い患軒．  

宅当院囁苦慮サーおセルワーカー＞  

野焼で吼、封こ入院碁敵る古顔胡案内や  

軸耗糊にあたっています｛  

際赦世づ相場・ワーカーが乗除に行り割†愚  

柑兢尊慮内容を甲慮描年1月から4月・藍で  

集計⊥轟捉ま轟軒亡み真L丑．  

声■  

1月  ■草吋  腐＝・軍  4■J】   

恥触酪牡   顎醜  ニi．l■d・■  ・i封  細注 

＝持場艶  如．寧  顆，や  峨や   1 

加齢慨   I鞘  碑．  古酪  曽古む 

弥．患拍．諌   印0  ．軸  i■甲  l軸   

椒喪⊥鉛相儲  ．■間 

轍糊愉艶  神韻・  ．l・：：軸  掛l・．  り寧   

坤祉サーセ髄  ≡＝師   ≒t特   阜E   碑   

軸躍卿世   一皇丁   踊 拍   指」 
■ヽ   

．哨健三件1   

日ヨ当り拒準均相誹伸醗は観相陣と在中耳  

います。   

転っとも轟いご相酔生、やは切直療縦ゃ年  

金等朝鮮軒他聞蛤桝酎程前東沖こ裏革費  

よ引航l、脊噂拍障療亜助嘩など浄蝿過Lた  

む甲をご疎明し∴密蘭可能な祉金地軋避由  

ご即浄や幸親垂由腰帯蔽いをL官許す．   

他に泉騒が決まった段牌†監 病院幻酔傭  

嘩兵隊中鞄ご尭軋 乱障中は癖喪中亜細亜  

抑間鵬、轟た埴障Lた庫曜在宅生蹄ゼ、適葛  

こ出こ射す急ご冊廣軸酌弼眺慣す。  

く北騰病院では、ここにいます．＞  
柄匝吐康鵜臆鞘三街Lで、貸付嘩組建物  

電J■■  

『改んでも遽踵な式どぅ戟 嵐た軸まー聴翫   

こと柑アロ常すかち！』  

折ナシヤ鹿骨一労一比、社会福祉田鹿囁か  

ら、腱塘柴■生活費t・牡鹿偉嫡・輔祉制  

廃車弁饉偏頗潮偲・赴朝地な僻み牢に闇軒  



叡東棟と呼んでい蓋すこ  

常碑郡師甚備に私るエレぺ－㌢†晃は階段  

菅盟膝上こ上がったJ軒こ坤葛悼樺七葺せ一郎  

嵐痢弼納ますけ 私達はそこ甘鮎時ちLて  

います．  

厚韓技術相まず表す拇勝馬、ライフスタイ  

ル椚変化等に孟当て、牡鹿にも欄Lてより確＿  

掛倒明知門間惜軋 それに伴い相談内  

容も牌雉化Lていくことでし⊥う．そ田中で、  

社食的な視点から、禍祉サービスを必闇と  

す温存中質亜に止：え、・木ひとりに各点た  

蹄疏頚髄唐草えます，葬腕骨地域恕適格・・  

魔値調整を行ない、杜忠制度拍活用囁、  

思甘さんや家族脚方針と1持に考えていき  

たいと恩禿ています′・どうぞ私達MSW〔医  

擁ゾ一軒普由サースワーカー〕をご臨用下き  

い皇甘ようお解いいたL生す。  

メヂ守力鳳新一トナー紹介  

重病制匝宇ヰ乱心パ」トナーの性村瀬純子膳  

さ卓じ帆んニ1です。鋸南横広は、外科・殆  

化詩科・内科即愚帯革んが多くÅ隈きれてい  

王す、．外科の愚者きんでは，肝臓移植散田  

治療や・睡眠摘備陣吸症陰肝の槙亜出ため  

抑止院むどもき行っております∩ 匝壌に携わっ  

ていきたいと二田道を腱蹄に選びましたが、骨  

盤碍陣に眉えていたよぅに皆嘩甫ご矧・艮仲唐  

鬼にサギ虹描山舶ないこと闘緋憶す．まだ圭  

だ里ちない点があ  

り圭すが、どぅぞ宜  

しくお願いtます。  

何か野間など康博  

まLた・ら・嘩触がか  

かって転必ずお答  

ぇしよすので轟気‾  

備に＃をかけて下  

割1。  

r・  

療葺情簡センター 村側  

重点会のど紹介  

和魂舶敵嚇瑠私撰惑溺膚見舞車軸恥簡萱嘩嘩搬嘩滞醸軸 
も1嘘車町長職甲胞転借画臨糊僻事櫛誠免職榔速報観勘起ご甑蔚㌔  

放射綽博菌予防安全委員会  

r  軋庫北龍萄匪再転曲棟惑昌鮎鮎紡拙凝腫  

噸用鹿邸鞄腸㌔■脚悼掛軒銑．  

→独酌院聴嘩顎森脇綜将俸謁守愚妹踊韓  
触感奉覿  

甑  
蜃揮蜃群趣味棚評  軸 

噴射嘩倒薗衛金轡師醸誠触強嶺  

蔑L鮎・瑞埼旺触感苛廣誌苛葡赫鳴胴開饉惜  

離醜抱軸醐巨削醜挿画酎鵡酢蛸  

L  

』蜜満廊軽蔑轟潜熱・劇替畳叫虐昏柾  

F絨萌芽懲部触掛野萄よ垂蓉掟■脚朗醒臓器  

』転．  

廟噂嘲細嘩師虚姐酌丑嘩頼嘩  
確藩牡煮軒．㌫患討ヰ患．覗甑塾軌遥己駐骨  

軒転  

壁菅諒腕放射舶農j淵抱起醐む錦苛  
背馳  

範歯車譲鱒加藤由毎ず垂坤鞄車重毎  

＝春草草⊥藤鮎廟乱発嵐亜楳鮎l－…・ 
．、 ¶ 

・覿、軸頑強■噛瀬野虫綿頑時津  
＝鰻歯滞塙恕凰出盛轟車艶卦尊王臆感器  
賊竿秤馳農凪  

瀬棚療掛疲碍   

簸準苛蟄軌範弥勒肺鹿新藤轍鹿南  

匝垂轟相模嘩塾牡打軒嘩鞠臥龍・恵  
も±転勤働二億弛博軒。．一能苧兼寿電醇  

． 廟酌癖測触触凍恥軸強固鹿轟  
・車重痺軋嘩翠塾壷軸・単軌山野聾車重毎  

鰍胞酵出豊既出鰯組ま凱  



常陸では静療情報の冊執、陛供単行噌  

甘い童すし 職員まで出鼻ね‾F集い。  

軌早く来たのです軋西棟玄関が  

僻まっていました．開錠時間が変  

わったのですか。  

】へ－ジでご紹介いたLましたように柄  

院機帝評価機撒か闘乳酪組が交付されまL  
ナ＿  

軸許感触t融嵐義幸痛恕姦こ蓮如転  

聴取患嘩嘩鮭釦触仲  

卸劇痛錮如毎・鴫酎砲鵬酎崩  
囲  
菜ず背こ軸卑囁』蔑足蹴．密婦中鼎塊癒  
着顔料範嘩嘩墳睡僻癒草幣鞄由嘩直感せ礎  

癒範赫琴曲鹿楓敵背囁窯■鱒琴簡野師準  
㌫革帯・欄掛帝撒脚㌫〕萬操業癖噴  

泉轟密轟僻軒密鞭軸套＝蘭森弼坤鹿如  
毎重態諺甑宣由睡癌放題盈譜屯藩鹿瑠  

筍憩．嶋瀾催博蓄電措懐撮むt母嘩裡痩  

触塵・甘畦も轟軸軍芋鵠止麺顛轟  
．個酎鹿走鹿専一．  

醐頗痛苦曲細身海嶺電車疎も地平恕鮭歯  

髄鮮瞥・琶陣曙九撃準喋磯膵哨野望滴博昭闇  

庵蕊な葡≡転牒虚器増車竜也官報畦尊宅汁三  

三恕嘩線画疎奉地軸む一憫加地胤  
毛筆私署骨牌尊せ聯卑怯蘭樽柿啓滑療レ・  

恵趣竜茸怯も．軸髄性癖憩也催い・器廿．．針恒  

し門彗嘩蝿軸‾￥ト皇ミ・廟艶麟酢敵組・牛耳  

増脚■町印細密軸疇題醗酵瑚嘩  

棚屯L常日常背中蓋軽重惜準節簡嘲  
紬葡庸一  

僻藍輔由  

東棟駐車場の工事はいつまで兢卓  

ますか  

新い噛塊鹿軸酌細胞隠由」  

馨仰せ貰い蓋骨¢撒州Å節婦お  

中計Lたち垂直して、軽車でき  

愚息引こな埠虫す。愚月瀬には酵TLま  

甘。  

軸融和抽出躁 札幌北椴病院  

意貞由＿・u．三脚ノ・内＃瑚無糖軒i・廟病癖・．ざ・掛  

脚・一脚，墓碑払耶肘掛事撒  
帥＝丁・樹脚モ・＃♯ ‾  

性 腺主軸蜘臼．和酬軒盛．・酎Ⅷ由酎摘  
†臥：モ馴II鎖舶晰重f．■1せ刑断f吉1肘籠：脚音当賦鞘  

牽  鮎車  

轟「一品抱≠封蜃≠i■軸げJ・柚就b鵬咄鵬一劇場棚糎   


